






























































































































































































　1950 〜 70 年代に「公害」と言えば，汚れた空気と水や病気の苦しみだけでなく，経済至上主義
への反省，権力の作為／不作為による人権侵害，近代科学技術への批判など，様々な概念とともに










































































































































































1993 年に藤楓協会（１３）が設立した高松宮記念ハンセン病資料館をリニューアルして 2007 年に再開
館したものである。館の目的は以下のように書かれている。
　　 　「ハンセン病問題の早期かつ全面的解決に向けての内閣総理大臣談話」，「ハンセン病療養所
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